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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
民
間
試
験
の
受
験
生
で
離
島
等
に
住
む
者
の
経
済
的
負
担
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

民
間
試
験
（
令
和
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
大
学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
民
間
の
英
語
の

資
格
・
検
定
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
離
島
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
笠
原
諸
島
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定

す
る
離
島
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
居
住
す
る
高
校
生
等
が
当
該
離
島
外
で
民
間
試
験
を
受
験
す
る
場
合
に
は
、
交
通
費

や
宿
泊
費
と
し
て
、
他
の
地
域
に
比
較
し
て
特
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学
省
の

令
和
二
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
、
離
島
に
居
住
す
る
高
校
生
等
が
当
該
離
島
外
で
民
間
試
験
を
受
験
す
る
際
に
要
す

る
交
通
費
及
び
宿
泊
費
を
補
助
す
る
地
方
公
共
団
体
の
事
業
に
対
し
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
た
め
の
経

費
（
以
下
「
補
助
経
費
」
と
い
う
。
）
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

２ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

補
助
経
費
を
活
用
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
高
校
生
等
の
た
め
の
他
の
施
策
と
の
関
係
も

考
慮
し
つ
つ
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
補
助

経
費
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
補
助
経
費
の
趣
旨
等
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
高
校
生
等
が
、
家
庭
の
経
済

事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
希
望
す
る
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
文
部

科
学
省
に
お
い
て
、
民
間
試
験
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
、
経
済
的
に
困
難
な
受
験
生
へ
の
検
定
料
の
配
慮
を
要
請
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


